
～ボランティアのつどいの巻～ 平成２３年４月号
赤城青少年交流の家

ボランティア担当 山崎

ボランティアのみなさん，新年度があけました。今年度もよろし
くお願いします。
「東日本大震災」こんな大きな震災があろうとは，だれが予想した
でしょうか…(-_-)被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。

さて，この施設にいるといろんな情報を耳にします。原発の行く末も不安だけど，
義援金詐欺やら被災地観光やら耳を疑いたくなるような話題もありますよね。聞いただ
けで落ち込んじゃいます。しかし我らが赤城ボラが茨城に震災ボランティアに行ってる
とか，かつて中越地震のときに現地でボランティアしたとか，今回ボラスタに申し込ん
でいる高校生は実際に宮城県に出向いてみて無力さを感じたことがきっかけだとか…。
入り口はともかく，青少年教育施設でのボランティアをきっかけとして自分の世界をど
んどん広げていく若者が育ってほしいと心から願っています。そんなわけで，今年度は
クニさんやらヌデさんやら赤城ボラの古老にご協力を得ながらボランティアを活性化し
ようと考えています。是非とも皆さんのご協力をお願いします。

それでは赤城でお会いしましょう (^_^)/

５月７日(土)～８日(日)

前年度３／１９．２０に企画していたボランティアのつどいですが，震災による

受入停止のために延期となりました。ボランティアを活性化するための大切な位置

づけにありますので，なんとかボラスタまでには…ということで現在ぬでさん・ク

ニさんと相談して次のように予定しました。内容については変更があるかもしれま

せんのでご了承下さい。よろしくおねがいします。

詳細は，「ボラえもん」の欄にある「平成２３年４月号ぼらのつどい」

をご覧下さい。


